
令和7年4月号 10令和7年4月号11

将
来
の
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

「
地
域
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

人
・
農
地
プ
ラ
ン
か
ら
地
域
計
画
へ

　
地
域
計
画
と
は
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
後

継
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
農
業
者
や

地
域
住
民
の
話
し
合
い
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
、

10
年
後
を
目
標
と
し
た
農
業
計
画
の
こ
と
で

す
。こ
れ
ま
で
は
地
域
の
農
業
者
や
農
業
関

係
者
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
、地
域
農
業
の
将

来
の
あ
り
方
に
つ
い
て「
人・農
地
プ
ラ
ン
」を

策
定・実
行
し
て
き
ま
し
た
が
、令
和
5
年
度

か
ら
は「
地
域
計
画
」と
し
て
法
律
に
基
づ
く

取
り
組
み
と
な
り
、計
画
と
と
も
に
農
地
利
用

の
目
標
を
示
す
地
図︵
目
標
地
図
︶を
新
た
に

作
成
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、人・農
地
プ
ラ
ン
と
同
様
、町
内
を

4
地
区︵
市
街
地・西
部・桜
沢
地
区
、鉢
形・折

原
地
区
、男
衾
地
区
、用
土
地
区
︶に
分
け
、地

域
農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
に
話
し
合
い
へ

ご
参
加
い
た
だ
き
、令
和
7
年
3
月
に
地
域
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
し
た
地
域
計
画

は
、産
業
振
興
企
業
誘
致
課
、町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

�

産
業
振
興
企
業
誘
致
課
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地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

か
ら
農
地
関
係
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

▼�

農
地
の
貸
借

利
用
権
設
定
制
度
は
廃
止
に
な
り
、農
地
中

間
管
理
事
業
ま
た
は『
農
地
法
』第
3
条
許

可
に
よ
る
貸
借
の
み
に
な
り
ま
す
。

▼�

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

地
域
計
画
の
対
象
農
地
の
場
合
、農
用
地
区

域︵
通
称「
青
地
」と
い
わ
れ
る
農
地
︶か
ら

の
除
外
手
続
き
の
前
に
、地
域
計
画
の
変
更

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

除
外
手
続
き
の
締
め
切
り
が
、年
度
3
回
か

ら
年
度
2
回︵
8
月
末
日
、2
月
末
日
︶に
な

り
ま
す
。
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農
業
委
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会
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産
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振
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企
業
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課
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地域計画

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

寄
居
町
修
学
資
金
給
与
制
度

　
町
で
は
、町
内
在
住
の
高
校
生
で
、修
学
の

意
欲
を
有
し
な
が
ら
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

高
等
学
校
で
の
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、

修
学
に
要
す
る
資
金
の
一
部
を
給
与
し
ま
す
。

▼�

対
象
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①�

生
年
月
日
が
平
成
22
年
4
月
1
日
以
前
の

方
②�

令
和
5
年
4
月
1
日
以
降
新
た
に
高
等
学

校
、高
等
専
門
学
校
、中
等
教
育
学
校
の
後

期
課
程
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

に
入
学
し
在
学
中
で
、在
学
期
間
が
3
年
以

内
の
方

▼�

修
学
生
の
条
件
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方

①�

町
内
に
引
き
続
き
6
カ
月
以
上
住
ん
で
い

る
方

②�

正
規
の
修
業
年
限
の
勉
学
に
耐
え
ら
れ
る

性
行
の
善
良
な
者
で
、経
済
的
な
理
由
に
よ

り
学
資
の
支
出
が
困
難
な
世
帯
の
高
校
生

対
象
と
な
る
世
帯
の
例

〇
生
活
保
護
受
給
世
帯 

〇�『
生
活
保
護
法
』に
よ
る
保
護
が
停
止
ま
た

は
廃
止
と
な
っ
た
世
帯 

〇
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯 

〇�『
児
童
扶
養
手
当
法
』に
よ
る
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯 

〇
家
計
が
急
変
し
た
世
帯

※�

こ
の
ほ
か
に
も
給
与
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼�

修
学
金
の
額
／
月
額
5
0
0
0
円

▼�

申
請
方
法
等
／
次
の
書
類
を
教
育
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
修
学
資
金
給
与
申
請
書

②
在
学
等
証
明
書︵
町
で
定
め
た
様
式
の
も
の
︶

③�

経
済
的
な
理
由
で
修
学
困
難
な
こ
と
が
証

明
で
き
る
公
的
文
書
の
写
し
等

４
月
分
か
ら
の
認
定
を
希
望
す
る
場
合

4
月
30
日
㈬
ま
で
に
必
要
書
類︵
在
学
証
明

書
は
4
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
︶

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
分
以
降
の
認
定
に
つ
い
て

〇�

15
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
た
場
合 

は
申
請
月
か
ら
認
定
対
象

〇�

16
日
以
降
に
必
要
書
類
を
提
出
し
た
場
合 

は
翌
月
分
か
ら
認
定
対
象

�

教
育
総
務
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町 長 コ ラ ム D a t a  B o x
　
春
の
光
景
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、何
と

い
っ
て
も
一
番
ほ
ほ
笑
ま
し
い
の
は
、保
護
者

に
手
を
引
か
れ
て
入
学
式
に
臨
む
新
１
年
生

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
寄
居
町
に
は
6
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す

が
、令
和
7
年
度
の
各
小
学
校
の
新
１
年
生
の

人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。寄
居
小
＝
38
人
、

桜
沢
小
＝
25
人
、用
土
小
＝
14
人
、折
原
小
＝

6
人
、鉢
形
小
＝
33
人
、男
衾
小
＝
57
人
、合
計

1
7
3
人
で
す
。50
年
前
の
話
で
す
が
、私
が

寄
居
小
学
校
へ
入
学
し
た
時
の
同
級
生
は
約

1
5
0
人
で
し
た
。い
か
に
子
ど
も
が
少
な
く

な
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。寄
居
町
に
は
行
政

区
が
67
区
あ
り
ま
す
の
で
、1
区
当
た
り
の
新

１
年
生
の
数
は
平
均
2
～
3
人
と
な
り
ま
す
。

近
所
で
子
ど
も
を
見
か
け
な
い
、子
ど
も
の
声

を
聞
か
な
い
と
い
う
話
を
伺
い
ま
す
が
、実
際

の
人
数
を
見
る
と
う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

少
子
化
の
要
因
は
多
岐
に
及
び
ま
す
。
経

済
的
な
問
題
や
子
育
て
環
境
の
変
化

等
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、そ
も
そ
も
結
婚
や
出
産
を
望
ま

な
い
方
も
お
り
ま
す
し
、望
ん
で
も
そ

の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。し
か
し
、子
ど
も
を
持

つ
素
晴
ら
し
さ
も
数
え
き
れ
な
い
く

ら
い
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
は
ど
う
お
考

え
に
な
り
ま
す
か
。

　
ち
な
み
に
今
年
3
月
に
義
務
教
育

の
課
程
を
修
了
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

歩
み
だ
し
た
町
内
3
中
学
校
の
卒
業

生
は
、寄
居
中
＝
97
人
、城
南
中
＝
42

人
、男
衾
中
＝
66
人
の
合
計
2
0
5
人

で
し
た
。

　

寄
居
町
で
育
っ
た
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
の
活
躍
と
限
り
な
い
幸
せ
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

手
当
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　

4
月
か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
等
の
各
手
当

額︵
月
額
︶は
、表
の
と
お
り
で
す
。

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
額
が

変
わ
り
ま
し
た
！

毎
月
１
万
７
５
１
０
円

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。詳
細
は
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼�

対
象
保
険
料

大
学
、専
修
学
校
等
の
対
象
校
に
在
学
す

る
方
の
４
月
～
翌
年
３
月
分
の
保
険
料

▼�

必
要
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
本
人
確
認
書

類
、基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
、学
生
証

︵
両
面
の
写
し
︶ま
た
は
在
学
証
明
書︵
原
本
︶

▼�

申
請
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た「
電
子

申
請
」や
郵
送
に
よ
る
申
請
。
熊
谷
年
金

事
務
所
ま
た
は
町
民
課
窓
口
で
も
申
請
で

き
ま
す
。

【
前
年
度
に
申
請
し
た
方
】

前
年
度
と
同
じ
対
象
校
に
在
学
の
方
は
、

４
月
に
住
所
地
へ
郵
送
さ
れ
る
申
請
書
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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町
民
課︵
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︶

※��

問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

手当名 月額

①児童扶養手当

本体額
全額支給 46,690円
一部支給 46,680円～11,010円

第2子以降
加算額

全額支給 11,030円
一部支給 11,020円～5,520円

②特別児童扶養手当
１級 56,800円
２級 37,830円

③障害児福祉手当 16,100円
④特別障害者手当 29,590円
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①
、②
子
育
て
支
援
課
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③
、④
福
祉
課
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年
金
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
届
け
！ 

年

学生納付
特例制度

金
特

報
今月は今月は

学生納付特例
ホームページ
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ATION


